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３ ． 団体活動発表概要 

１ ） NPO 法人 ゆい  （ 神奈川県茅ヶ 崎市）   

「 湘南海岸の紹介・ 活動の現状と 課題・ 海浜植物の研究と 知見の紹介」  

発表者： 荒井三七雄・ 雨木若慶 

湘南海岸では、開発行為等によ る海浜自然環境

の消失のほか、波によ る侵食も海浜植物群落消失

の一因と なっ ていま す。  

「 ゆい」 では、海浜地の一部エ リ ア を試験区と

し て借り る こ と で植生の再生を図っ ており 、ハマ

ボウ フ ウ 、ハマ ヒ ルガオなど の群生も見ら れる よ

う になり ま し た 。  

東京農業大学と 共同で、海浜植物の増殖に関す

る 研究に も 取り 組んでお り 、 ハマ ボウ フ ウ の発

芽・ 生育に及ぼす海水浸透の影響、 用土の影響、

発芽時の温度の影響に つ いて試験を 進めていま

す。 こ れま での試験結果から 、海水によ る発芽阻

害はないこ と 、発芽には海砂よ り 赤玉土が適し て

いる こ と 、 発芽適温は 1 5℃前後である こ と など

がわかっ てき ま し た 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２００７年春 

２００7年秋 

台風にともなう波による侵食で失われた 
海浜植物群落 

植植生生回回復復ししたた海海浜浜植植物物試試験験区区  
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２ ） 名取ハマ ボウ フ ウ の会（ 宮城県名取市）  

「 名取ハマ ボウ フ ウ の会の活動」  

 発表者： 今野義正 

宮城県名取川河口に位置する閖上
ゆり あげ

海岸

で、 平成 1 2 年、 3 株のハマ ボウ フ ウ が

発見さ れま し た。 かつてあっ たよ う なハ

マ ボウ フ ウ が群生する砂浜の再生、 よ り

よ い地域づく り を目指し 、 ハマ ボウ フ ウ

の保護育成を通じ て自然豊かな海辺環境

を回復し 次世代へ伝えていく と と も に 、

ハマ ボウ フ ウ を地域の特産品と し て育て

る活動に取り 組んでいま す。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

<活動内容> 

１ 、 名取市閖上海岸におけるハマ ボウ フ ウ の保護・ 育成 

２ 、“ みど り の里親” 制度によ るハマボウ フ ウの増殖 

３ 、 行政に対する海浜植物保護区域設置のための運動 

４ 、 宮城県農業高等学校と の連携によ るハマボウ フ ウの栽培 

５ 、 地域住民（ 市民・ 各学校・ 各種団体等） への広報と 連携 

６ 、 地域環境保全活動にかかわる諸団体と の協働 

７ 、 同じ目的を持つ全国各地の団体と のネッ ト ワーク づく り  

８ 、 知識・ 技術習得のための学習会・ 研修会への参加 

９ 、 そ の他 必要と さ れる活動 
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３ ） 七ヶ 浜ハマ ボウ フ ウ の会（ 宮城県七ヶ 浜町）  

 「 七ヶ 浜ハマ ボウ フ ウ の会の活動」  

発表者： 紀野国正勝 

宮城県七ヶ 浜町（ 名取市から 北へ  km ほど の町） で、 かつてあっ た海岸を飾っ ていた

ハマ ボウ フ 再生と 、 地域の食文化と し てのハマ ボウ フ ウ を再び楽し むこ と を目指し 、 海岸

に栽培区を設けて増やすと と も に 、 地域の自然や食文化を次世代へ伝える活動に取り 組ん

でいま す。  

栽培区でのよ う すを 、「 ハマ ボウ フ ウ単独では生育する こ と はでき ず、必ず他の植物と 隣

り 合っ て共存する よ う な形で生育し ている 。」 と 報告し ま し た。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

他種と隣りあって生育するハマボウフウ 
（そのような株だけが生き残る） 
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４ ） 鳥取大学農学研究科生態工学研究室（ 鳥取県）  

「 鳥取県における海浜植生および海浜の現況」  

発表者： 中田康隆 

砂浜海岸（ 以下, 海浜） は, 農地開発, 港湾・ 空港・ 道路整備など によ っ て陸側から , ま た こ れら の施設

を海岸浸食から 防護するための護岸・ 離岸堤の設置によ り 海側から 改変さ れる こ と で縮小し , 海浜を主

な生育場所と する海浜植物は大き な影響を受けてき ま し た . 鳥取県には多く の海岸砂丘がある も のの , 

鳥取砂丘以外の海浜の植生保全は十分と は言えません . そ こ で本研究では, 鳥取砂丘以外の 1 7 海浜を

対象に海浜植生の現況の評価を行ないま し た . 調査方法と し ては , 対象海浜において植物相調査を行

い、 種数、 希少種の分布、 海浜植物の割合など を調べ , さ ら に海浜植生の面積や幅など の定量的データ

と 種数や希少種の有無など によ り 複合的に海浜植生の現況を評価し ま し た。 し たがっ て、 今回の発表で

はこ のよ う な比較的簡易に取得でき るデータ を 用いて海浜植生の現況を評価でき る点と 鳥取県の海浜

植生の現況と いう 点に主眼をおいて発表し ま し た。  

  

全国に生育する海浜植物8 0 種のう ち , 鳥取県には 3 2 種が生育し , 本調査ではう ち 2 7 種の生育が確

認さ れた . 全海浜植物は出現回数の違いよ り 4 グ ループ に分類さ れ, Ⅰ群→Ⅱ群→Ⅲ群→Ⅳ群の順に希

少性が増すので , Ⅳ群→Ⅲ群→Ⅱ群→Ⅰ群の順で優先的に保全すべき と 考えら れた . 次に , 海浜植物相

表の出現回数を降順に並べ , レ ッ ド データ ブ ッ ク と っ と り 植物編(鳥取県2 0 0 2 )に記載さ れている種と

本調査において生育が確認さ れた種を比較し て絶滅危険性のカ テ ゴ リ ーの当てはめについて再検討を行

っ た . そ の結果, 出現回数が絶滅危惧Ⅱ類（ 以下, VU ） に相当する種は１ ～4  , 準絶滅危惧（ 以下, N T）

に相当する種は 3～1 3 と なっ た . こ れを基に , 出現回数が 1～4（ 種群Ⅳ） の種は VU , 5 ～1 3 （ 種群Ⅱ

と Ⅲ） の種は NT 相当と する と , カ テ ゴ リ ー外から NT へ 6 種類, VU へ 2 種類, N T から VU へは 1 種

類がラ ン ク 変更の必要がある と 考えら れた . ま た , 鳥取砂丘と 本研究の対象海浜と の比較を試みた . 鳥取

砂丘の出現種数は 1 7 種で , 鳥取砂丘を含めた全海浜の中で 5 番目に多かっ た . 海浜植物の種数から 鳥

取県の海浜を評価するなら ば, 鳥取砂丘と 同等以上の海浜が 7 箇所存在するこ と がわかっ た . ま た , ハマ

ウ ツ ボなど の鳥取砂丘以外の海浜に生育する種を保全するためには, 他の海浜も保全が必須である .  

 

植生に関するデータ と 環境に関するデータ の PCA の結果よ り 1 7 海浜は 4 グループ に分類さ れた。

A グループは, 他のグループ と 比較し て質・ 規模共に優れた植生を有し ているが , 北条西のよ う な海浜

幅が狭く なっ ている海浜は, 幅を拡張する よ う に修復すべき である . 姉泊など の海岸浸食が進んでいる

海浜は, 将来的に植生が劣化する恐れがあるので , 砂供給の安定化を図る必要がある . B グ ループ は, 質

は劣化し ているが , 規模は大きな植生である . そ のため , 移植など によ り , 海浜植物の種数を増やし , 質

を高める必要がある . C グ ループ は, 質が劣化し , かつ規模が小さ い植生である . こ こ では, 海浜幅を拡

張し て , 成帯構造の修復を図っ た後, 移植によ り 種数の増加を図るべきだ と 考えら れる . D グ ループは, 

質は良好で , 規模は小さ い植生であっ た . そ のため , C グ ループ と 同様に海浜幅を拡張し , 健全な成帯構

造を目標と し て修復を図るべき だ と 考えら れる . ま た , 調査対象海浜のう ち , 7 箇所（ 4 1％） し か保護

区（ 県立自然公園） に指定さ れていない . 今後は保護区の指定箇所を増やし , 利用や開発に規制をかけ

ながら , 保全・ 修復を図っ ていく べき だと 考えら れる .  
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５ ） 銭函海岸の自然を守る会（ 北海道小樽市）  

 「 風力発電事業から 銭函砂丘を守る 」  

発表者： 後藤言行 

石狩湾新港西端から 新川河口にいたる約５ ｋ ｍに及ぶ銭函４ ～５ 丁目は、 汀線～砂浜

～砂丘～後背湿地～後背林（ カ シワ天然林） がきれいな成帯構造をなし ており 、 オ フ ロ

ード 車の走行によ る損傷はある も のの、 １ ９ ０ 万都市・ 札幌の至近距離にあっ て比較的

プ リ ミ テ ィ ブ な自然草原、 自然林が残さ れた貴重な砂浜海岸です。  

 こ の地に２ ０ 基の大型風力発電施設を建設する計画が進行中ですが、 こ の計画に対し

て、 生物多様性保全の観点から 反対運動に取り 組んでいま す。  

 

銭函海岸の自然を守る会の活動と風力発電事業に関わるできごと 2010.7.10 

 発表した要請文、論文、資料(含パワーポイント)等については、ご要望があればお送りします。 

2009年 

5.15 ：小樽市長・定例記者会見で風力発電計画を発表「社会的意義は大きい。早期実現を期待」 

5.29 ：日本風力開発(株)、補助金申請 （7.31に説明会、同日補助金が採択される。6億7千万円） 

7.14 ：「銭函海岸の自然を守る会」結成（7.6に「風力発電問題を考える集いへのお誘い」発表） 

8.29 ：「銭函海岸の自然をまるごと残そう」の訴えを発表(「銭函海岸の自然を守る会」第２回会議) 

10.27 ：江差風力発電建設現場の視察（第２回：５名参加、小樽市で営業車をチャーター） 

10.30 ：「自然の砂浜に残された生物多様性の保全―大規模な風力発電事業が狙う小樽市銭函海岸の場

合―」（2009年北海道科学シンポジウム報告） 

12.1  ：「風力発電は本当にクリーンなエネルギーなのか」（日本科学者会議北海道支部第３水曜会）  

12.13 ：「銭函海岸でアセスを受けるキセワタとは？(前篇)」(日本科学者会議北海道支部・科学談話

室) 

12.19 ：業者との話し合い 「『環境影響評価方法書・文献で抽出された重要な植物』の実態」（PP） 

 

2010年 

1.9  ：「銭函海岸でアセスを受けるキセワタとは？(後篇)」(日本科学者会議北海道支部・科学談話室) 

2.6  ：シンポジウム「銭函自然海岸の貴重さと保全の重要性」 於小樽 50名が参加 

    「石狩湾の海浜地帯における昆虫たち」小林英男（北海道昆虫同好会・日本鞘翅学会） 

    「銭函海岸の野鳥」梅木賢俊（日本野鳥の会） 

    「銭函海岸は役に立たない荒地か？保全が求められる理由」松島肇（北大大学院農学研究院） 

3.20 ：学習会「超低周波空気振動が生物体に及ぼす影響」 小樽市 

3.23  ：環境大臣へ要請書「小樽市銭函地区の自然海岸を保全するための要望書」発送 

3.31 ：経済産業大臣へ要請書「北海道小樽市・銭函地区の自然海岸を保全するための要望書」発送 

4.6  ：要請行動：北海道経済産業局、環境省北海道地方事務所へ 参加15名（うち1名新聞記者、1

名は途中退席）  記者会見：道政記者クラブ10名、札幌市政記者クラブ5名 

4.30 ：風力発電問題を考える全国集会（東京）で銭函海岸・風力発電問題を報告 

5.19 ：日本風力開発(株)塚脇正幸社長あて 「北海道小樽市銭函風力発電事業に係る要求書」発送 

5.22 ：新エネルギー導入促進協議会・石谷久代表理事あて 「新エネルギー等導入加速化対策費補助

金の交付に係る要求書」発送 
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６ ） き たねむろ山菜エ コ ラ ン ド （ 北海道中標津町）  

 「 ハマ ボウ フ ウ の特性を活用し た生産、 加工への取り 組みについて 」  

発表者： 井芹靖彦 

き たねむろ山菜エ コ ラ ン ド におけるハマ ボウ フ ウ栽培は平成８ 年始ま り 平成９ 年早春

よ り 軟化茎の市場出荷開始し今日（ 平成 2 2 年 3 月） に至っ ており ま す。  

 順調に生産量を伸ばし てき ま し たが、 平成１ ５ 年以降停滞ぎみに推移し ており ま す。  

 そ の要因は耕作者数が少数、 意識の変化、 慢心、 機械導入の遅れ等、 会の危弱生によ

る も のにつき ま す。  

 こ れら を払拭するため、冬季速成栽培一本やり から 夏季路地栽培もの商品化、根ﾎ゙ ｳﾌｳ

の商品化加工品の開発など取り 組み、 今年に入り 前進がみら れ始めていま す。  

１ ．  従来の生産工程 

 ①野菜生産――根株の養成――冬季速成――パッ ク 詰――市場出荷  

２ ．  今後の生産工程 

 ①野菜生産――根株の養成――冬季速成――パッ ク 詰――市場出荷  

  ②生薬原料―― 出荷後の根株――乾燥  

③お茶  ―― 促成に向かない小根株  

  ④野菜生産――  夏季― 路地もの―天ぷら 、 サラ ダ 用   

  ⑤お茶  ―― 余剰茎葉 ――乾燥  

 ハマ ボウ フ ウ の根は沢山の生薬に配合さ れており ま す。 ハマ ボウ フ ウ は古く よ り 料理

用食材と し て利用さ れており ま す。 ま た 、 近年では機能性成分も知ら れおり 、 こ のイ メ

ージを大切に生産し た物は余すこ と なく 商品化し 魅力ある作物と し て育てていき たいと

考えていま す。  


